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共働き、一人親家庭、核家族の

増加で小学生が放課後を安全です

こやかに成長する場として学童保

育の重要性が増しています。

市は、募集要項で｢学童は、子

どもたちのくつろぎの場であり、

いたわり合い、助け合いながら生

活する場であるとともに、放課後

指導員が優しく、楽しく、子ども

たちと一緒に遊びながら、家庭的

な雰囲気の中で保育にあたる」と

うたっています。

私は、この点から、｢検証･総括

は行われているのか。５年、10年

のスパンで検証は行われているの

か｣と市長に質問しました。

市長は｢具体的な検証･総括、ま

た 、 長 期

の 視 点 に

立 っ た 検

証 は 行 わ

れ て い な

い｣と答え

ました。

私が、検証･総括の場が必要なの

ではないかと質すと｢今後、検討し、

検証･総括が行えるようにしていき

たい｣と答えました。

国･県は、６年生までの年齢拡大

の方向を出しています。私が年齢拡

大を求めると市長は「国、県の方針

を受け拡大する考えである｣と答え

ました。

私は時間延長も要望しました。

また、老朽化した施設についても

改善を求めました。

アミーゴ前の道路にある通称やか

ん坂は、北側に路側帯が全くなく大

変危険です。

私は歩道の設置を求めました。

市長は｢危険は認識している。検

討したい」と答えました。

●近況・活動・6月議会の報告

◇子どもより大事なものはない

◇学童保育の充実で健やかな成長を

◇仏子のやかん坂に歩道の設置を
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おかげさまで2期目の議員活動に

入っています。自治体が市民の生

活を守る役割を果たすように、み

なさんとともに声を上げていきた

いと思います。

よろしくお願いします。

先日、あるお店でのこと、ゴル

フの話で盛り上がっているお客さ

んがいました。熊本出身のゴルファー

が続出しているという話でした。

熊本では、子どもは千円でコー

スを回ってゴルフをすることがで

きるのだそうです。それでたくさ

んの子どもたちが遊びで気軽にゴ

ルフに行き、その中から、プロに

なる子どもたちが出てきているの

だそうです。

その人は言っていました。｢子ど

もだよ、何はなくとも｣。

ヨーロッパでは公共投資として

子どもに対する予算をつけるそう

です。未来を考えたら子どもを大

事にせざるを得ません。

この入間市でも、子ども医療費

中学卒業まで無料化をみなさんと

力を合わせて実現させることがで

きました。今度は、小中学校への

エアコン設置で子どもたちと子育

て世代が賑わう入間市をつくりま

しょう。

ご意見、ご要望お寄せ下さい。

力を合わせて市民生活本意の入間市を

子どもたちの成長の場に 年齢拡大と時間延長を

仏子のやかん坂の改善を
子どもは未来の宝



今議会に市から提出された21議案のう

ち、日本共産党は一般会計補正予算に反

対し、その他の議案には賛成しました。

一般会計補正予算には、生活保護と中

国残留邦人生活支援事業の給付費の変更

に伴うシステム改修費が計上されました。

これは、政府が物価の下落などを理由

に生活保護費の支給額を段階的に削減す

るためのシステム改修に要する予算です。

今年の８月から支給額が３年かけて減

らされ、最高10％の減額になります。40

代夫婦で小学１年生と２年生の子供がい

る世帯では８月から月額6070円の引き下

げとなり、平成27年度にはこの３倍の引

き下げとなります。

政府が引き下げの理由のひとつとして

いる物価下落の中身を見ると大きく下がっ

ているのがパソコンやテレビなどの電化

製品です。生活保護世帯の多くは家電製

品を購入する余裕がありません。

逆に小麦、食用油などの食料品や生活

必需品は値上がりしています。アベノミ

クスで生活が厳しさを増しています。

また生活保護費の引き下げは、新たに

申請しても受給できない世帯が増え、年

金や最低賃金、就学援助制度など多くの

制度にも悪影響を与えます。

日本共産党入間市議団は「貧困と格差

をさらに広げる生活保護基準引き下げを

前提としたシステ

ム改修の予算には

賛成できない」と

反対討論を行いま

した。

日本共産党市議団は、｢小・中学校へ

のエアコン設置を求める署名｣の第２次

分を田中市長に提出しました。

元自民党幹事長の古賀誠氏が赤旗

｢日曜版｣に登場しマスコミで話題に

なっています。古賀氏は、安倍首相の

憲法96条改定の動きに黙っていられな

くなったとのこと。一貫した政治姿勢

を貫く共産党を信頼しての登場です。

｢現行憲法の平和主義、主権在民、

基本的人権という崇高な精神は尊重し

なければならない。なかでも平和主義

は『世界遺産』に匹敵する｣と古賀氏

は強調しました。

いまこそ、戦争反対を貫き、平和憲

法を守り生かす政治の実現を。平和憲

法守れの輪を広げに広げましょう。
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生活必需品の値上がり続くなか 第２回定例議会

小出わたる議員

学童保育の充実とやかん坂に歩道を

石田よしお議員

就学援助制度の拡充、命のペンダント

吉沢かつら議員

認可保育所の増設で待機児童の解消を

安道よし子議員

学校にエアコン設置で教育環境改善を

埼玉県は人口10万人当たりの医師数が

１４９人と全国最下位です。一方で、高

齢化のスピードが全国で最も速く、医師

不足の解消は緊急課題となっています。

今議会に医師不足解消を求める意見書

(案)が提出されました。

｢全国的に医師不足が問題になってい

るなか、埼玉県は人口対比で医師数、一

般病床数が全国で最も少ない。産科や小

児科などの病院勤務医をはじめ、特に周

産期医療、救急医療に携わる医師不足は

深刻であり、医師の勤務実態は過酷な状

況である。急速な高齢化にともない、高

齢者福祉や医療サービス体制の充実を求

める県民の要望は、常に最上位である。

医師不足であるにもかかわらず、埼玉

県内の国公立大学には、医学部が設置さ

れていない。医師不足の解消は、県民の

切実な願いであり、埼玉県立大学に医学

部を設置することが強く求められている｣

との意見書が議会最終日に全会一致で可

決されました。

｢埼玉県立大学に医学部設置｣求める意見書

４人家族で月額６千円も減額に

食料品値上げでさらに厳しく


